
・方程式の必要性と意味及び方程式の中の文字や解の意味（アの(ｱ)） 

 

 

 

 

 

＜本時の内容＞ 

◇方程式の解の意味に基づいて考え， 

◇高次方程式について等式が成り立つ条件を満たす文字の値を調べる数学的活動を通して， 

◇方程式の解の意味を理解している。 

 

 

 

 

 

＜参考＞ 平成 28年度全国学力･学習状況調査 中学校数学Ａ３(2) 

これは，一元一次方程式の解の意味を理解

しているかをみるもので，岩手県 40.5％（全

国 48.2％）という正答率でした。 

報告書等によると，アを選択した解答類型

１の反応率が岩手県 34.9％（全国 30.9％），

エを選択した解答類型４の反応率が岩手県

17.8％（全国 14.7％）でした。また，同調査

のクロス分析で「簡単な一元一次方程式を解

くことができるかどうかをみるＡ３(1)の正

答率は，71.9％でした。Ａ３(1) を正答した

生徒のうち，54.6％の生徒が本設問で正答し

ている。」ことがわかっています。 

さらに，評価規準の例等では「一元一次方

程式」と「方程式」を使い分けています。後

の二元一次方程式や一元二次方程式までの学

習を見通して「方程式の解」の意味を捉えら

れるようにということでしょうか。 

≪    本問題の選択肢を提示して意味理

解の状況を確認する活動≫ 

Ｔ：方程式を成り立たせる文字の値を，方程式の解といいます。 

例１と同じように調べて，いろいろな方程式の解を見つけましょう。 

 

 

Ｓ：わかった！ x＝３ です！ 

 Ｔ：なんでこれが方程式の解だってわかるの？ 

  Ｓ：x＝３ のとき，左辺が２×３で，右辺が３＋３で，式の値が６で等しくなるからです。 

  Ｔ：なるほど。ところで，方程式の解は「３」なの？「６」なの？ 両方なの？ 両方ちがう？ 

 

文字にいろいろな値を代入して方程式の解を求める活動では，方程式の解の意味理解を目的と

した場合に，本調査結果のような生徒の状況が想定されることを踏まえ，生徒との対話を通して

本問題の選択肢を提示して意味理解の状況を確認する活動を取り入れることが考えられます。 

では，次に考えてもらう方程式は，２x＝x＋３ です。さて，この解は？ 

＜本時の評価規準の設定例＞ 

・方程式の解の意味を理解している。 

ACT.1 



次の方程式の解を見つけましょう。 

  ① x２＋12＝８x  ② x２－14＝５x  ③ x３＋x２＝２x 

 

≪    一元高次方程式を提示して意味理解を深める活動≫ 

 

Ｔ：例１と同じように調べて，いろいろな方程式の解を見つけましょう。 

 

 

Ｓ：えっ？ 2乗があるけど…。 

 Ｔ：これも，式のなかの文字に代入する値によって，成り立ったり，成り立たなかったりする 

等式なので，方程式です。さて，この方程式を成り立たせるような文字の値は何かな？ 

Ｓ：わかった！ x＝２です！ 

Ｓ：あれっ？ 私は，x＝３だと思ったんだけど…。 

Ｔ：どっちがこの方程式の解なのかな？ どうすれば確かめられる？ 

  Ｓ：代入して確かめればいいんじゃない？ 

  Ｔ：そうですね。じゃあ，さっそく調べてみよう。 

 

一元一次方程式だけでは「方程式の解は１つしかない。」のように誤解してしまう可能性があり

ます。そこで，例えば，未習の高次方程式を取り上げ，比較・検討できるようにすることが考え

られます。「解っていくつあるのかな？」「方程式の解をすべて見つけたい！」などと考えを巡ら 

せることができるようになればしめたものです。もちろん，二次方程式の解を求めることが目的ではありま

せんから，あくまでも一元一次方程式以外の方程式の存在に気付かせて，その解を見つける活動を通して，

方程式とは何か，その解とはどんなものかという意味理解を深めることが目的です。教科書は後の学年の内

容を取り上げないので，授業者の裁量としてうまく機能させたいところです。 

また，右のような問題で，そのよ

さを生徒がより実感できるようにす

ることも考えられます。 

 

≪    学習の振り返りで，生徒が方程式の解について自由記述する活動≫ 

 

Ｔ：今日の授業を通して，できるようになったこと，できなかったこと，わかったこと， 

わからなかったこと，興味をもったことなど，自分の言葉で端末に書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の自由記述では「解を見つけられてよかった。」のような記述はほとんど見られません。生徒のほうが

教科書や内容にしばられず，知的好奇心いっぱいで学びを深めようとしているのかもしれません。 

 

 

中学校第 1 学年の教科書では，方程式の解について「方程式を成り立たせる文字の値を，方
程式の解という。」と定義しています。これを＜短答式＞＜記述式＞ではなく，本調査問題が知
識・理解の観点として＜選択式＞で出題しているところがポイントです。 
もちろん，用語として覚えているかどうかの確認は大事ですが，評価規準の設定例にもある

とおり，その意味を理解しているかのほうを重視し，      のような活動を取り入れるなど
して，数学的に考える資質･能力を育むとともに，その理解状況を見取るようにしましょう。 

では，次に考えてもらう方程式は，x2＋６＝５x です。さて，この解は？ 

ACT.2 

ACT.3 

  
ICT 活用 
チャンス！ 

まだやっていない範囲でも，１つずつ当
てはめて調べれば解けるのがすごいと思
いました。解き方を覚えるのではなく，
自分で考えて答えを出すということが，
とても気持ちよかった。でも，いちいち
確かめるのは面倒なので，早く見つける
方法が知りたい。 

ACT.2 

答えが２つのところがたくさんあったり
して，面白かった。いつも答えは１つ見つ
けると満足して次の問題にいってしまう
ので，見逃してしまうことが多かったから
です。これからは見直してから発言するよ
うにしたいです。 

→一人１台端末を活用して，振り返りを学びの履歴として残していくことが考えられます。 


